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交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
、

自
然
と
福
祉
を
結
ぶ
新
た
な
地
域
づ
く
り

郊
外
部
に
不
可
欠
な

道
路
交
通
体
系
の
整
備

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
郊
外
の
計

画
開
発
住
宅
地
で
は
、
い
ず
れ
も
交
通
の

利
便
性
、
と
り
わ
け
道
路
交
通
の
問
題
が
、

住
民
の
「
暮
ら
し
や
す
さ
」
に
関
わ
る
共

通
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
東

京
に
近
い
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
田
園
都

市
沿
線
と
い
っ
た
北
部
郊
外
よ
り
も
、
南

西
部
郊
外
で
よ
り
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
南
西
部
郊
外
の
居
住
者
の
場

合
、
通
勤
に
１
時
間
以
上
か
か
る
市
民
が

3
5
.
3
％
（
市
平
均
3
1
.
9
％
）
お
り
、

男
性
だ
け
に
限
っ
て
み
る
と
半
数
近
い

4
7
.
4
％
（
同
4
.
3
％
）
が
1
時
間
以

上
の
通
勤
者
で
あ
る
。
ま
た
、
通
勤
に
バ

ス
と
電
車
の
両
方
を
利
用
し
て
い
る
市
民

も
2
0
・
８
％
（
同
1
8
・
９
％
）
存
在
し
、

車
利
用
者
の
割
合
も
2
1
・
８
％
（
同
1
7
・

４
％
）
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
市
民
生
活

行
動
調
査
）

今
回
行
っ
た
地
域
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
で
も
、
湘
南
桂
台
で
は
雨
の
月
曜
日

は
大
船
駅
ま
で
出
る
の
に
1
時
間
か
か
る

に
場
合
が
あ
り
、
ド
リ
ー
ム
ハ
イ
ツ
で
も
戸

塚
駅
ま
で
の
バ
ス
の
所
要
時
間
は
3
0
分
以

上
か
か
か
る
と
い
う
。

そ
し
て
、
南
西
部
郊
外
の
場
合
、
こ
の

交
通
の
不
便
さ
が
、
若
年
層
の
流
出
を
招

老
、
人
ロ
減
少
や
急
速
な
少
子
高
齢
化
の

要
担
に
な
っ
て
い
る
可
能
牲
が
高
い
。
栄

区
が
平
成
1
2
年
度
に
実
施
し
た
区
民
意
識

調
査
で
も
、
「
通
勤
・
通
学
に
不
便
だ
か
ら
」

（
4
0
.
8
％
）
が
転
出
意
向
の
ト
ッ
プ
と

なっ
て
い
る

。
郊
外
部
の
大
規
模
住
宅
団
地
群
の
場
合

、
大
幅
な
人
口
減
少
と
急
速
な
少
子
高
齢
化

は
、
空
き
家
・
空
き
室
が
増
え
、
住
宅
の

建
て
替
え
が
減
少
す
る
な
ど
、
街
の
活
気

が
な
く
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
近
隣
の
ス

ー
パ
ー
や
商
店
街
、
銀
行
な
ど
が
売
上
不

振
か
ら
撤
退
・
閉
店
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

バ
ス
利
用
者
の
減
少
か
ら
バ
ス
便
数
が
減

る
と
い
っ
た
悪
循
環
に
陥
る
恐
れ
も
あ
る
。

横
浜
市
で
は
市
民
の
生
活
利
便
性
を
高

め
渇
る
た
め
に
、
最
寄
駅
ま
で
1
5
分
以
内
で

市街化調整区域の分布
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行
く
こ
と
の
で
き
る
交
通
体
系
を
目
指
し

て
お
り
、
バ
ス
路
線
の
充
実
紳
道
路
網
の

整
備
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
様
々

な
方
法
で
「
最
寄
駅
ま
で
1
5
分
」
を
達
成

し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

例
え
ば
、
戸
塚
区
や
泉
区
の
市
西
部
の

エ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
環
状
4
号
線
が
開

通
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
戸
塚
、
大
船
、

藤
沢
と
い
う
J
R
東
海
道
線
の
各
駅
に
集

中
し
て
い
た
ア
ク
セ
ス
が
、
相
鉄
い
ず
み

野
線
や
市
営
地
下
鉄
線
の
各
駅
等
へ
と

分散
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
最
寄
駅
ま
で
の

所
用
時
間
も
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
。
ま
た
、

栄
区
な
ど
南
部
の
エ
リ
ア
に
つ
い
て
も
環

状
4
号
の
拡
幅
が
生
命
線
と
な
っ
て
い
る
。

隣
接
す
る
市
街
化
調
整
区
域

と
の
関
わ
り

農
・
緑
・
福
祉
の
結
び
つ
き
が

新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
つ
く
る

こ
う
し
た
郊
外
の
住
宅
地
に
と
っ
て

「
暮
ら
し
や
す
さ
」
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
、

住
民
の
満
足
度
を
高
め
る
鍵
と
な
る
の
は
、

周
辺
の
市
街
化
調
整
区
域
と
の
関
連
性
で

あ
る
。横
浜
の
市
街
化
調
整
区
域
は
、
市
域
面

積
の
約
４
分
の
１
を
占
め
、
環
状
２
号
線

よ
り
外
側
の
郊
外
部
を
中
心
に
、
モ
ザ
イ

ク
状
に
散
在
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
多
く

は
、
山
林
や
農
地
な
ど
の
自
然
的
土
地
利

用
で
、
農
用
地
区
域
や
風
致
地
区
な
ど
の

形
で
保
全
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
こ
れ
ら
の
区
域
は
、
元
か
ら

の
集
落
や
周
辺
市
街
地
と
の
関
係
か
ら
住

宅
地
を
形
成
し
て
い
る
場
合
も
多
い
。
現

在
、
市
街
化
調
整
区
域
内
に
は
約
1
3
万
人

が
住
み
、
人
口
密
度
は
約
1
2
人
／
h
a
で
他

が
政
令
都
市
価
比
べ
高
く
な
っ
て
い
る
。

近
年
、
郊
外
住
宅
地
の
住
民
、
特
に
定

年
退
職
後
、
あ
る
い
は
定
年
退
職
を
目
前

に
控
え
た
中
高
年
男
性
層
や
主
婦
層
の
間

で
、
地
域
回
帰
現
象
と
し
て
こ
の
市
街
化

調
整
区
域
の
「
緑
」
に
対
す
る
興
味
関
心

が
高
ま
っ
て
き
て
ぃ
る
。
特
に
調
整
区
域

内
の
農
地
や
山
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て

農
作
業
や
収
穫
体
験
、
山
の
仕
事
に
い
そ

し
む
市
民
が
増
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
郊
外
部
住
民
の
農
と
緑
ヘ
の

ふ
る
さ
と
回
帰
は
、
今
回
取
り
上
げ
た
南

西
部
の
「
湘
南
桂
台
「
や
「
ド
リ
ー
ム
ハ

イ
ツ
」
、
そ
し
て
北
部
の
「
港
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
」
「
田
園
都
市
沿
線
」
で
も
共
通
の
ム

ー
ブ
メ
ン
ト
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

た
と
え
ば
、
鎌
倉
市
と
の
市
境
の
市
街
化

区
域
に
位
置
す
る
栄
区
の
荒
井
沢
緑
地
で

は
、
樹
林
地
や
湿
地
及
び
農
地
が
一
体
と

な
っ
た
里
山
を
ま
る
ご
と
フ
ィ
ー
ル
ド
に

し
た
保
全
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

荒
井
沢
市
民
の
森
で
は
、
本
市
で
初
め

て
、
土
地
所
有
者
と
利
用
者
で
あ
る
地
元

の
自
治
会
と
区
民
と
に
よ
り
愛
護
会
が
組

織
さ
れ
、
樹
林
地
の
清
掃
業
務
を
始
め
、

炭
焼
き
や
植
物
観
察
会
な
ど
を
開
催
し
て

い
る
。

ま
た
「
ド
リ
ー
ム
ハ
イ
ツ
お
や
じ
の
会
」

で
は
は
、
南
西
部
農
政
事
務
所
の
仲
介
で
、

こ
れ
ま
で
毎
年
、
舞
岡
公
園
で
行
っ
て
い

た
米
作
り
を
近
隣
の
農
家
の
指
導
に
よ
っ

っ
て
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
公
園
で
の
米
作

り
と
は
違
い
、
広
い
田
園
地
帯
の
一
角
で

の
水
田
耕
作
は
、
農
家
と
の
新
し
い
人
間

関
係
を
築
き
な
が
ら
の
挑
戦
で
あ
る
。

田
園
都
市
沿
線
で
も
、
住
民
の
「
農
」

に
対
す
る
関
心
は
高
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。

青
葉
区
で
は
、
「
寺
家
ふ
る
さ
と
村
」
や

「
田
奈
恵
み
の
里
」
な
ど
「
農
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
向
け
た
先
進
的
は
事
業
が
実

施
さ
れ
て
い
る
し
、
「
恩
田
の
谷
戸
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
」
な
ど
の
市
民
の
自
主
的
力
活
動

も
お
こ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
で
も
「
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
緑
の
会
」
な
ど
が
グ
リ
ー
ン

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
上
回
あ
る
保
存
緑
地
や
公

園
の
里
山
保
全
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

区
の
実
施
し
た
里
山
講
座
を
き
っ
か
け
に
、

子
育
て
層
が
里
山
の
保
全
活
用
に
参
加
す

る
よ
今
に
な
り
、
雑
木
林
を
活
用
じ
た
冒



険
遊
び
場
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ

て
い
る
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
な
ら
で
は
の
展

開
と
言
え
よ
う
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
に
郊
外
部
に
お
け
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
層
の
緑
や
農
を
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
た
余
暇
活
動
の
動
き
に
つ
い
て
は
、

農
地
や
山
林
の
地
権
者
に
と
っ
て
も
土
地

経
営
と
し
て
成
り
立
つ
と
い
う
視
点
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
長
期
的
観
点
か
ら
緑
地
や

農
地
の
維
持
保
全
を
考
え
た
場
合
に
地
権

者
と
利
用
者
の
立
場
を
ど
の
よ
う
に
融
合

し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
に
な
る
。

　
　
さ
ら
に
近
年
の
傾
向
と
し
て
、
郊
外
部

の
調
整
区
域
内
や
周
辺
の
農
住
混
在
の
市

街
化
区
域
内
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や

老
人
保
健
施
設
、
障
害
者
の
地
域
作
業
所

や
活
動
ホ
ー
ム
な
ら
福
祉
施
設
が
整
備
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た

福
祉
施
設
の
中
に
は
積
極
的
に
地
域
の
農

家
と
連
携
し
、
農
地
を
活
用
し
た
福
祉
事

業
を
行
う
と
こ
ろ
も
増
え
て
い
る
。

泉
区
で
園
芸
療
法
に
取
り
組
む
「
共
働

舎
」
や
青
葉
区
の
地
域
作
業
所
「
グ
リ
ー

ン
」
の
よ
う
に
営
農
に
近
い
規
模
で
農
産

物
の
栽
培
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
「
湘
南
桂
台
」
や
「
ド
リ
ー
ム

ハ
イ
ツ
」
な
ど
で
も
福
祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
か
か
わ
る
住
民
が
雑
木
林
の

間
伐
や
農
作
業
な
ど
の
「
緑
と
農
」
の
活

動
に
も
関
わ
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い
る

と
い
う
。

市
民
の
生
活
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
ど
れ

か
一
つ
の
テ
ー
マ
だ
け
に
取
り
組
む
と
い

う
よ
り
も
、
自
分
自
身
の
住
む
街
を
「
ふ

る
さ
と
」
と
し
て
よ
り
良
い
も
の
に
し
て

い
く
た
め
に
い
く
つ
か
の
課
題
や
分
野
に

ま
た
が
っ
て
関
わ
る
と
い
う
の
が
自
然
の

成
り
行
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
余
暇
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
活
動
や
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
な
ど
の
形
で
、

地
域
に
お
い
て
高
齢
者
や
障
害
者
の
長
期

的
な
就
労
の
場
を
生
み
出
す
可
能
性
も
秘

め
て
い
る
。

横
浜
外
縁
部
の
土
地
利
用
の
特
性
で
あ

る
モ
ザ
イ
ク
状
に
広
が
っ
た
「
市
街
化
調

整
区
域
」
と
「
大
規
楳
計
画
開
発
生
で
地
」
。

こ
の
二
つ
の
エ
リ
ア
が
「
農
」
や
「
緑
」

そ
し
て
「
福
祉
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た

住
民
の
相
互
交
流
に
よ
っ
て
結
び
つ
く
こ

と
で
、
横
浜
な
ら
で
は
の
成
熟
し
た
新
し

い
郊
外
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
ま
ち
の
姿

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

謝
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「
地
域
が
つ
く
る
暮
ら
し
や
す
さ
」
の
編

集
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
市
民
の

方
々
に
ご
協
力
頂
い
た
。
ま
た
、
横
浜
の

地
域
に
根
ざ
し
て
活
動
す
る
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
方
々
に
も
数
々
の
ご
助
言
を
頂
い
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
、
編
集
部
と
し
て
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

荒井沢市民の森の

田んぼでの子ども

たちによる田植え

郊外住宅地の外縁に広がる農地と山林(泉区上飯田町、

右手は環状４号線と日限山団地)
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